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 本論は、近現代日本語における抽象的な意味を表す外来語の受容と変容の過程、および、日本語外
来語史上におけるその過程の特質を考察した論文で、序章・終章を含む全 9 章からなる。 
まず序章では、外来語研究の現状を述べ、従来の外来語研究が 20 世紀後半の外来語の急増を十分
把握していないことを述べ、本論の目的を提示する。
それに続く第 1 章から第 6 章までは個別の外来語の語史研究である。第 1 章は「センス」を対象と





このような過程と異なる面を見せるのが、第 3 章以降で扱われる語群である。第 3 章の「ポイント」
は受容初期には具象的な意味で特定分野のみに用いられる語であったが、1960 年代以降、抽象的・一
般的な意味があらわれ、この用法により「ポイント」の使用は急増する。さらには、1990 年代には日
本語独自の用法も用いられるようになる。第 4 章の「イメージ」、第 5 章での「パターン」も、1960
年代以前は比較的具象的な意味でかぎられた使用であったが、60 年代以降、抽象的・一般的な意味が
あらわれ急増した。90 年代に日本語化した用法があらわれるのも「ポイント」同様である。さらに、




して、第 3 章以降で扱った外来語は、初期の受容とは別に、1960 年代頃に英語から抽象的な意味をあ
らためて借用したものであり、そこでは再借用と称すべき現象がおこっていると考えた。同時にその
再借用の日本社会の中での位置、また、日本語語彙史上での位置付けについても検討を加えた。
最後に終章で本論をまとめ、その意義を述べている。
 本論文は、抽象的な意味を表す外来語の語史を丁寧に明らかにし、かつ、それをもとに近現代日本
語における外来語の受容過程の二類型を明瞭に描き出すものである。また、再借用という概念の提示
は、外来語受容のありかたに新しい観点を導入するものである。この成果は、外来語史研究、さらに
は日本語語彙史に大きく寄与するものといえる。
よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。 
